
 

 

平
成
二
十
四
年
第
三
回
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
議
会 

十
一
月
定
例
会
会
議
録 

 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
三
日
（
火
曜
）
午
後
一
時
一
分
開
議 

 

○
出
席
議
員 

一 
 

番 
 

野 
村 

 

友 

昭 
 

 
 

二 
 

番 
 

三 

宅 
 

達 

也 

 
 

 

三 
 

番 
 

小 

西 
 

一 

美 
 

 
 

四 
 

番 
 

大 

毛 
 

十
一
郎 

 
 

 

五 
 

番 
 

岸 

田 
 

 
 

厚 
 

 
 

六 
 

番 
 

児 

島 
 

政 

俊 

 
 

 

七 
 

番 
 

前 

田 
 

 
 

敏 
 

 
 

八 
 

番 
 

奥 

谷 
 

正 

実 

 
 

 

九 
 

番 
 

清 

水 
 

 
 

勝 
 

 
 

十 
 

番 
 

野
々
上 

 
 

 

愛 

 
 

 

十 

一
番 

 

小 

東 
 

徳 

行 
 

 
 

十 

二
番 

 

野 

村 
 

生 

代 

 
 

 

十 

三
番 

 

西 

川 
 

訓 

史 
 

 
 

十 

四
番 

 

川 

谷 
 

洋 

史 

 
 

 

十 

五
番 

 

丹 

羽 
 

 
 

実 
 

 
 

十 

六
番 

 

服 

部 
 

敏 

男 

 
 

 

十 

七
番 

 
 

井 
 

佳
代
子 

 
 

 

十 

八
番 

 

山 

本 
 

靖 

一 

 
 

 

十 

九
番 

 

松 

尾 
 

京 

子 
 

 
 

二 

十
番 

 

麻 

野 
 

真 

吾 

 
 

 

二
十
一
番 

 

秋 

月 
 

秀 

夫 
 

 
 

二
十
二
番 
 

川 

光 
 

英 

士 

 
 

 

二
十
三
番 

 
 

欠 
 

 
 

員 
 

 
 

 

二
十
四
番 

 

渡 

辺 
 

 
 

裕 

 
 

 

二
十
五
番 

 

坂 

本 
 

 
 

顕 
 

 
 

二
十
六
番 

 

諏 

訪 
 

久 

義 

 
 

 

二
十
七
番 

 

貝 

塚 
 

敏 

隆 
 

 
 

二
十
八
番 

 

岡 

田 
 

初 

惠 

 
 

 

二
十
九
番 

 

鈴 

木 
 

 
 

実 
 

 
 

三 

十
番 

 

小 

山 
 

彬 

夫 

 

○
欠
席
議
員 

 
 

 

な 

し 

 

○
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者 

 
 

 

企

業

長 
 

竹
山 

修
身 

 
 

 

副

企

業

長 
 

吉
田 

八
左
右 

 
 

 

理

事

兼

経

営

管

理

部

長 
 

清
水 

 

豊 

 
 

 

技

術

長

兼

事

業

管

理

部

長 
 

林 
 

良
政 

 
 

 

経
営
管
理
部
副
理
事
兼
企
画
課
長 

 

吉
田 

景
司 

 
 

 

経

営

管

理

部

財

務

課

長 
 

上
田 

伊
宏 

 
 

 

経
営
管
理
部
広
域
連
携
課
長 

 

中
塚 

 

肇 

 
 

 

事
業
管
理
部
副
理
事
兼
計
画
課
長 

 

松
本 

要
一 

 
 

 

事
業
管
理
部
事
業
推
進
課
長 

 

藤
谷 

光
宏 

 
 

 
事
業
管
理
部
契
約
検
査
課
長 

 

向
井 

隆
裕 

 
 

 

事

業

管

理

部

管

財

課

長 
 

田
中 

厚
實 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

代

表

監

査

委

員 
 

坪
内 

 

隆 

 
 

 

監

査

委

員

事

務

局

長 
 

松
本 

竜
三 

 

○
職
務
の
た
め
出
席
し
た
者 

 
 

 

議
会
事
務
局
長
（
兼
経
営
管
理
部
総
務
課
長
） 

 

松
本 

竜
三 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

濵
家 

 

貢 

 
 

 

議

会

事

務

局

書

記 
 

居
谷 

達
矢 

 

○
議
事
日
程 

 

第
一 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名 

 

第
二 

会
期
決
定
の
件 

 

第
三 

諸
般
の
報
告 

 
 

 
 

（
当
選
議
員
の
報
告
・
紹
介
） 

 
 

 
 

（
監
査
結
果
報
告
、
例
月
現
金
出
納
検
査
結
果
報
告
） 

 
 

 
 

（
説
明
者
の
通
知
） 

 

第
四 

当
選
議
員
の
議
席
の
指
定 

 

第
五 

第
一
号
議
案 

平
成
二
十
三
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業 

団
工
業
用
水
道
事
業
剰
余
金
処
分
の
件 

 
 

 
 

第
二
号
議
案 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
布
設
工
事
監
督 

者
が
監
督
業
務
を
行
う
水
道
の
布
設
工 

事
並
び
に
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道 

技
術
管
理
者
の
資
格
に
関
す
る
条
例
制 

定
の
件 

 
 

 
 

第
三
号
議
案 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
附
属
機
関
条
例 

一
部
改
正
の
件 

 
 

 
 

第
四
号
議
案 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
暴
力
団
排
除
条 

例
一
部
改
正
の
件 

 
 

 
 

第
一
号
報
告 

平
成
二
十
三
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業 

団
水
道
事
業
会
計
決
算
報
告
の
件 

 
 

 
 

第
二
号
報
告 

平
成
二
十
三
年
度
大
阪
広
域
水
道
企
業 

団
工
業
用
水
道
事
業
会
計
決
算
報
告
の 

件 

 
 

 
 

第
三
号
報
告 

平
成
二
十
三
年
度
決
算
に
基
づ
く
資
金 

不
足
比
率
報
告
の
件 

 
 

 
 

 

○
会
議
に
付
し
た
事
件 

 
 

議
事
日
程
の
と
お
り 



 

 

午
後
一
時
一
分
開
会 

○
奥
谷
議
長 

た
だ
い
ま
よ
り
平
成
二
十
四
年
十
一
月
定
例
会
を

開
会
い
た
し
ま
す
。 

 
 

開
議
に
先
立
ち
、
企
業
長
か
ら
ご
あ
い
さ
つ
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

竹
山
修
身
企
業
長
。 

 
 

 
 

（
竹
山
修
身
企
業
長
登
壇
） 

○
竹
山
企
業
長 

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
企
業
長
の
竹
山
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 

本
日
は
、
平
成
二
十
四
年
第
三
回
企
業
団
議
会
十
一
月
定
例

会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
様
方
に
は
ご
多

用
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

企
業
団
で
は
、
本
年
三
月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
将
来
構
想
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
ま
し
て
着
実
に
事
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
用
水
供
給
料
金
の
値
下
げ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
、
実
施
時
期
や
値
下
げ
幅
な
ど
に
つ
き
ま
し

て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
件
に
つ
き
ま

し
て
は
、
来
年
二
月
の
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
皆
様
に
ご
議
論

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
大
阪
市
水
道
局
と
の
統
合
協
議
に
つ
き
ま
し
て
は
、

十
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
議
員
全
員
協
議
会
に
お
き

ま
し
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
懸
案
と
な
っ
て
い

る
大
阪
市
と
の
統
合
条
件
を
含
め
ま
し
て
、
府
域
一
水
道
に
向

け
た
課
題
・
統
合
条
件
に
つ
い
て
、
四
十
二
市
町
村
で
議
論
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
な
が
ら
、
大
阪
市
と
の
統
合
協
議

並
び
に
共
通
の
統
合
条
件
を
ま
と
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

本
日
の
定
例
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
議
案
は
、
条
例
案
三

件
、
企
業
団
と
し
て
初
め
て
の
決
算
に
関
す
る
報
告
三
件
と
決

算
に
基
づ
く
利
益
処
分
一
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。
後
ほ
ど
ご
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
審
議
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○
奥
谷
議
長 

企
業
長
の
ご
あ
い
さ
つ
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

○
奥
谷
議
長 

本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 

○
奥
谷
議
長 

日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま

す
。 

 
 

会
議
録
署
名
議
員
は
、
会
議
規
則
第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ

り
、
野
々
上
愛
議
員
及
び
小
東
徳
行
議
員
を
指
名
い
た
し
ま
す
。 

 

○
奥
谷
議
長 

日
程
第
二
、
会
期
決
定
の
件
を
議
題
と
い
た
し
ま

す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 

本
定
例
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
ご
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
） 

○
奥
谷
議
長 

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
会
期
は
本

日
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

○
奥
谷
議
長 

日
程
第
三
、
諸
般
の
報
告
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

ま
ず
、
当
選
議
員
の
報
告
の
件
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

去
る
十
月
二
十
三
日
付
で
、
服
部
敏
男
議
員
並
び
に
小
山
彬

夫
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
を
い
た
し
ま
す
。 

○
奥
谷
議
長 

こ
の
際
、
当
選
議
員
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 
 

服
部
敏
男
議
員
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○
服
部
議
員 

服
部
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

○
奥
谷
議
長 

続
い
て
、
小
山
彬
夫
議
員
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○
小
山
議
員 

小
山
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

○
奥
谷
議
長 

以
上
で
紹
介
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

○
奥
谷
議
長 

監
査
委
員
の
監
査
結
果
の
報
告
並
び
に
例
月
現
金

出
納
検
査
結
果
の
報
告
は
、
お
手
元
に
配
付
し
て
お
き
ま
し
た

の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。 

○
奥
谷
議
長 

説
明
者
の
通
知
は
、
お
手
元
に
配
付
し
て
お
き
ま

し
た
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。 

 

○
奥
谷
議
長 

日
程
第
四
、
当
選
議
員
の
議
席
の
指
定
を
行
い
ま

す
。 

 
 

当
選
議
員
の
議
席
は
、
会
議
規
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
お
手
元
に
配
付
の
議
席
一
覧
表
の
と
お
り
指
定
い
た
し

ま
す
。 

 

○
奥
谷
議
長 

日
程
第
五
、
議
案
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び

報
告
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
「
平
成
二
十
三
年
度
大
阪
広
域

水
道
企
業
団
工
業
用
水
道
事
業
剰
余
金
処
分
の
件
」
ほ
か
六
件

を
一
括
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

議
案
は
、
お
手
元
に
配
付
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
ご
了
承

願
い
ま
す
。 

 
 

議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
副
企
業
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 

吉
田
八
左
右
副
企
業
長
。 

 
 

 
 

（
吉
田
八
左
右
副
企
業
長
登
壇
） 

○
吉
田
副
企
業
長 

本
議
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
第
一
号
議
案

か
ら
第
四
号
議
案
及
び
第
一
号
報
告
か
ら
第
三
号
報
告
に
つ
き

ま
し
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

提
出
議
案
の
表
紙
を
開
い
て
い
た
だ
き
、
目
次
を
ご
ら
ん
く

だ
さ
い
。 

 
 

第
一
号
議
案
及
び
第
一
号
報
告
か
ら
第
三
号
報
告
は
決
算
に

関
す
る
内
容
、
第
二
号
議
案
か
ら
第
四
号
議
案
は
条
例
案
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

ま
ず
は
、
第
二
号
議
案
か
ら
第
四
号
議
案
の
条
例
案
に
つ
い

て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
第
一
号
議
案
及
び
第
一
号

報
告
か
ら
第
三
号
報
告
の
決
算
関
係
に
つ
き
ま
し
て
、
ま
と
め



 

 

て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 
 

で
は
、
ま
ず
三
件
の
条
例
案
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 
 

二
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 

第
二
号
議
案
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
布
設
工
事
監
督
者
が

監
督
業
務
を
行
う
水
道
の
布
設
工
事
並
び
に
布
設
工
事
監
督
者

及
び
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
に
関
す
る
条
例
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に

よ
り
水
道
法
が
改
正
さ
れ
、
布
設
工
事
監
督
者
が
監
督
業
務
を

行
う
布
設
工
事
の
内
容
並
び
に
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技

術
管
理
者
の
資
格
に
つ
い
て
、
各
地
方
公
共
団
体
が
条
例
で
定

め
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
企
業
団
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

な
お
、
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
道
法
施
行
令
及
び
同
法

施
行
規
則
で
定
め
ら
れ
て
い
る
従
来
の
も
の
と
変
更
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。 

 
 

五
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 

第
三
号
議
案
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
附
属
機
関
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
要
綱
に
よ
り
設
置
し
て
お
り
ま
し
た
大

阪
広
域
水
道
企
業
団
経
営
・
事
業
等
評
価
委
員
会
及
び
大
阪
広

域
水
道
企
業
団
総
合
評
価
等
入
札
・
契
約
制
度
評
価
委
員
会
に

つ
き
ま
し
て
、
附
属
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
附

属
機
関
の
委
員
等
の
報
酬
額
の
上
限
及
び
費
用
弁
償
の
額
並
び

に
そ
の
支
給
方
法
に
つ
い
て
も
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
す
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

七
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 

第
四
号
議
案
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
暴
力
団
排
除
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
は
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
都
道
府
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
規
定
し
た
条
文
が
「
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
」

か
ら
「
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
」
に
条
が
ず
れ
ま
し
た
の
で
、

条
例
中
、
こ
れ
を
引
用
し
ま
し
て
「
法
第
三
十
二
条
の
二
第
一

項
」
と
記
載
し
て
い
た
部
分
を
「
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
」

に
補
正
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

続
き
ま
し
て
、
決
算
関
係
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 
 

ま
ず
、
第
一
号
報
告
、
平
成
二
十
三
年
度
大
阪
広
域
水
道
企

業
団
水
道
事
業
会
計
及
び
第
二
号
報
告
、
工
業
用
水
道
事
業
会

計
の
決
算
の
概
要
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

別
冊
に
な
っ
て
お
り
ま
す
平
成
二
十
三
年
度
水
道
事
業
会
計

決
算
書
・
工
業
用
水
道
事
業
会
計
決
算
書
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 

決
算
書
の
一
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
願
い
ま
す
。 

 
 

最
初
に
、
水
道
事
業
会
計
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

水
道
事
業
の
概
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
阪
府
内
の
四
十
二

市
町
村
に
対
し
ま
し
て
、
年
間
約
五
億
三
千
五
十
九
万
一
千
立

方
メ
ー
ト
ル
の
用
水
を
供
給
し
、
経
営
成
績
で
は
単
年
度
で
十

四
億
八
千
八
百
七
万
七
千
余
円
の
利
益
が
生
じ
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
市
町
村
に
水
道
用
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
に
、

施
設
の
老
朽
化
対
策
や
震
災
対
策
な
ど
を
柱
と
し
ま
し
た
第
二

期
中
期
整
備
事
業
計
画
に
基
づ
き
ま
し
て
、
諸
施
設
の
整
備
・

改
良
更
新
事
業
等
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

工
事
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
ペ
ー
ジ
か
ら
八
ペ
ー
ジ

に
記
載
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

十
一
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
願
い
ま
す
。 

 
 

事
業
収
入
に
関
す
る
事
項
で
す
が
、
水
道
事
業
収
益
四
百
二

十
四
億
五
千
五
百
三
十
五
万
六
千
余
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
給

水
収
益
等
の
営
業
収
益
が
四
百
十
四
億
二
千
三
百
二
十
六
万
六

千
余
円
と
大
部
分
を
占
め
て
お
り
ま
す
。 

 
 

な
お
、
平
成
二
十
三
年
度
の
給
水
収
益
に
つ
き
ま
し
て
は
、

近
年
の
水
需
要
の
減
少
傾
向
を
受
け
、
下
の
表
に
示
し
て
お
り

ま
す
よ
う
に
、
前
年
度
に
比
べ
、
年
間
給
水
量
が
約
五
百
三
十

五
万
八
千
立
方
メ
ー
ト
ル
、
率
に
し
ま
し
て
約
一
％
減
少
し
た

こ
と
に
よ
り
、
四
億
千
七
百
九
十
三
万
七
千
余
円
の
減
収
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

十
四
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
願
い
ま
す
。 

 
 

企
業
債
の
概
況
で
す
が
、
平
成
二
十
三
年
度
は
、
建
設
企
業

債
と
借
換
企
業
債
を
合
わ
せ
て
六
十
一
億
二
千
万
円
を
発
行
す

る
一
方
で
、
百
九
十
億
四
千
八
百
七
十
一
万
二
千
余
円
を
償
還

し
ま
し
た
の
で
、
年
度
末
の
未
償
還
額
は
千
六
百
十
億
三
千
九

百
八
十
一
万
九
千
余
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

十
六
ペ
ー
ジ
及
び
十
七
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
願
い
ま
す
。 

 
 

決
算
報
告
書
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
う
ち
収
入
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
水

道
事
業
収
益
は
、
補
正
後
の
予
算
額
合
計
四
百
四
十
億
千
二
百

七
十
万
五
千
円
に
対
し
、
決
算
額
は
四
百
四
十
五
億
三
千
九
百

六
十
万
余
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
支
出
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
水
道
事
業
費
用
は
、
補
正

後
の
予
算
額
四
百
四
十
一
億
六
千
七
十
四
万
六
千
円
に
対
し
、

決
算
額
は
四
百
二
十
三
億
七
千
六
百
五
十
二
万
六
千
余
円
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 
 

十
八
ペ
ー
ジ
及
び
十
九
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
願
い
ま
す
。 

 
 

資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
う
ち
収
入
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
資

本
的
収
入
は
、
補
正
後
の
予
算
額
八
十
六
億
四
千
五
百
八
万
三

千
円
に
対
し
、
決
算
額
は
八
十
七
億
八
百
七
十
三
万
五
千
余
円

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

主
な
内
容
は
、
企
業
債
、
国
庫
補
助
金
、
工
事
負
担
金
及
び

投
資
有
価
証
券
償
還
金
な
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
支
出
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
資
本
的
支
出
は
、
補
正
後

の
予
算
額
四
百
十
五
億
五
千
八
百
二
十
四
万
三
千
円
に
対
し
、

決
算
額
は
四
百
三
億
三
千
百
七
十
六
万
六
千
余
円
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

 
 

主
な
内
容
は
、
改
良
事
業
及
び
水
源
開
発
事
業
に
係
る
負
担

金
な
ど
に
要
し
た
建
設
改
良
費
、
企
業
債
償
還
金
及
び
国
庫
返

納
金
な
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

二
十
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
願
い
ま
す
。 



 

 

 
 

損
益
計
算
書
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

経
常
利
益
は
、
中
段
よ
り
や
や
下
に
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
十

二
億
八
千
八
百
二
十
二
万
千
余
円
で
、
特
別
利
益
及
び
特
別
損

失
を
加
え
ま
し
た
当
年
度
純
利
益
は
十
四
億
八
千
八
百
七
万
七

千
余
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
を
も
っ
て
、
前
年
度
繰
越
欠
損
金
を
補
填
し
た
後
の
当

年
度
未
処
理
欠
損
金
は
、
最
下
段
に
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
四
百

十
一
億
六
千
九
百
七
十
一
万
八
千
余
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
別
冊
の
決
算
概
要
説
明
書
で
、
対
前
年
度
比
較
に
つ

い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

決
算
概
要
説
明
書
の
十
ペ
ー
ジ
及
び
十
一
ペ
ー
ジ
を
お
開
き

願
い
ま
す
。 

 
 

直
近
三
カ
年
の
損
益
計
算
書
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

上
段
の
水
道
事
業
費
用
の
う
ち
営
業
費
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
年
度
に
比
べ
五
億
七
千
百
四
十
三
万
九
千
余
円
減
少
し
て
お

り
ま
す
。 

 
 

こ
れ
は
、
償
却
満
了
に
伴
う
減
価
償
却
費
の
減
少
や
琵
琶
湖

開
発
施
設
等
の
維
持
管
理
に
伴
う
負
担
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

そ
の
他
営
業
費
用
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 

そ
の
下
の
段
の
営
業
外
費
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
的
資
金

補
償
金
免
除
繰
上
償
還
制
度
の
活
用
や
琵
琶
湖
開
発
事
業
に
係

る
割
賦
負
担
金
の
一
部
繰
上
償
還
な
ど
に
伴
う
支
払
利
息
等
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
四
億
六
千
九
百
十
万
余
円

減
少
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
そ
の
下
の
段
の
特
別
損
失
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年

度
に
比
べ
五
百
四
十
八
億
九
千
七
百
五
十
二
万
五
千
余
円
減
少

し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

こ
れ
は
、
前
年
度
は
水
源
開
発
事
業
か
ら
の
撤
退
に
伴
う
特

別
損
失
を
計
上
し
て
い
た
た
め
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

な
お
、
今
年
度
の
主
な
内
容
は
、
土
地
売
却
に
伴
う
固
定
資

産
売
却
損
、
建
設
仮
勘
定
に
計
上
し
て
い
ま
し
た
設
計
委
託
料

を
一
括
し
て
費
用
処
理
し
た
こ
と
な
ど
に
伴
う
過
年
度
損
益
修

正
損
、
大
戸
川
ダ
ム
建
設
事
業
の
精
算
に
伴
う
国
庫
補
助
金
の

返
還
や
丹
生
ダ
ム
の
一
次
精
算
額
の
確
定
に
伴
う
そ
の
他
特
別

損
失
な
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
十
一
ペ
ー
ジ
の
水
道
事
業
収
益
の
う
ち
、
上
段
の
営

業
収
益
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
に
比
べ
有
収
水
量
が
減
少

し
た
こ
と
か
ら
、
四
億
千
四
百
三
十
九
万
四
千
余
円
減
少
し
て

お
り
ま
す
。 

 
 

そ
の
下
の
段
の
営
業
外
収
益
に
つ
き
ま
し
て
は
、
受
取
利
息

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
五
千
四
百
四
十
一
万
千

余
円
減
少
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
そ
の
下
の
段
の
特
別
利
益
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年

度
に
比
べ
十
八
億
五
千
三
百
四
十
一
万
余
円
減
少
し
て
お
り
ま

す
。 

 
 

こ
れ
は
、
前
年
度
は
大
戸
川
ダ
ム
建
設
事
業
の
精
算
に
伴
う

還
付
金
な
ど
を
計
上
し
て
い
た
た
め
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

な
お
、
今
年
度
の
主
な
内
訳
は
、
水
道
用
地
売
却
等
に
よ
る

固
定
資
産
売
却
益
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

こ
の
結
果
、
十
ペ
ー
ジ
下
か
ら
二
段
目
に
記
載
の
と
お
り
、

当
年
度
純
利
益
は
十
四
億
八
千
八
百
七
万
七
千
余
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

 
 

以
上
が
水
道
事
業
会
計
の
決
算
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

引
き
続
き
ま
し
て
、
工
業
用
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
ご
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
再
び
決
算
書
に
戻
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

て
、
六
十
五
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
願
い
ま
す
。 

 
 

工
業
用
水
道
事
業
の
概
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
度
は
、
産
業
基
盤
整
備
及
び
地
盤
沈
下
対
策

と
し
ま
し
て
、
延
べ
四
百
六
十
事
業
所
に
対
し
ま
し
て
、
年
間

約
一
億
七
千
七
百
四
十
五
万
千
立
方
メ
ー
ト
ル
の
工
業
用
水
を

供
給
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

経
営
成
績
で
は
、
単
年
度
で
七
億
九
千
十
八
万
七
千
余
円
の

利
益
が
生
じ
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
二
期
中
期
整
備
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
諸
施
設
の
整
備
・
改
良
更
新
事
業
等
を
行
い
ま

し
た
。 

 
 

工
事
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
七
十
ペ
ー
ジ
か
ら
七
十
一

ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

七
十
三
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
願
い
ま
す
。 

 
 

事
業
収
入
に
関
す
る
事
項
で
す
が
、
工
業
用
水
道
事
業
収
益

八
十
億
六
千
九
百
三
十
八
万
五
千
余
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
給

水
収
益
等
の
営
業
収
益
が
七
十
九
億
千
百
二
十
九
万
千
余
円
と

大
部
分
を
占
め
て
お
り
ま
す
。 

 
 

な
お
、
平
成
二
十
三
年
度
の
給
水
料
金
収
入
に
つ
き
ま
し
て

は
、
下
の
表
に
示
し
て
い
ま
す
よ
う
に
、
給
水
量
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
四
千
六
百
三
十
四
万
千
余
円
の

増
収
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

七
十
六
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
願
い
ま
す
。 

 
 

企
業
債
の
概
況
で
す
が
、
平
成
二
十
三
年
度
は
建
設
企
業
債

十
七
億
円
を
発
行
す
る
一
方
で
、
十
億
三
千
六
百
十
二
万
四
千

余
円
を
償
還
し
ま
し
た
の
で
、
年
度
末
の
未
償
還
額
は
二
百
二

十
五
億
千
六
百
二
十
六
万
六
千
余
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

七
十
八
ペ
ー
ジ
及
び
七
十
九
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
願
い
ま
す
。 

 
 

決
算
報
告
書
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
う
ち
収
入
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
工

業
用
水
道
事
業
収
益
は
、
補
正
後
の
予
算
額
合
計
八
十
五
億
四

千
五
百
九
十
六
万
四
千
円
に
対
し
、
決
算
額
は
八
十
四
億
六
千

三
百
四
十
八
万
九
千
余
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
支
出
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
工
業
用
水
道
事
業
費
用
は
、

補
正
後
の
予
算
額
八
十
億
五
千
七
百
五
十
一
万
九
千
円
に
対
し
、

決
算
額
は
七
十
四
億
三
千
七
百
九
十
六
万
四
千
余
円
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
 

八
十
ペ
ー
ジ
及
び
八
十
一
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
願
い
ま
す
。 

 
 

資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
う
ち
収
入
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
資



 

 

本
的
収
入
は
、
補
正
後
の
予
算
額
四
十
二
億
四
千
三
百
四
十
九

万
七
千
円
に
対
し
、
決
算
額
は
四
十
二
億
六
千
七
百
二
十
万
六

千
余
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

主
な
内
容
は
、
企
業
債
、
国
庫
補
助
金
及
び
投
資
有
価
証
券

償
還
金
な
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
支
出
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
資
本
的
支
出
は
、
補
正
後

の
予
算
額
九
十
四
億
三
千
三
百
五
十
三
万
四
千
円
に
対
し
、
決

算
額
は
九
十
億
千
三
百
二
十
七
万
三
千
余
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

主
な
内
容
は
、
増
補
改
良
事
業
及
び
水
源
開
発
事
業
に
係
る

負
担
金
な
ど
に
要
し
た
建
設
改
良
費
、
企
業
債
償
還
金
及
び
投

資
な
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
八
十
二
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
願
い
ま
す
。 

 
 

損
益
計
算
書
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

経
常
利
益
は
、
中
段
よ
り
や
や
下
に
ご
ざ
い
ま
す
と
お
り
七

億
六
千
九
百
四
十
一
万
余
円
で
、
こ
れ
に
特
別
利
益
及
び
特
別

損
失
を
加
え
ま
し
た
当
年
度
純
利
益
は
七
億
九
千
十
八
万
七
千

余
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
に
、
前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
を
加
え
た
当
年
度
未
処

分
利
益
剰
余
金
は
、
最
下
段
に
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
三
十
七
億

五
千
四
百
五
十
四
万
七
千
余
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

八
十
六
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
願
い
ま
す
。 

 
 

剰
余
金
処
分
計
算
書
（
案
）
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

た
だ
い
ま
の
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
三
十
七
億
五
千
四

百
五
十
四
万
七
千
余
円
全
額
を
減
債
積
立
金
に
積
み
立
て
る
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
、
第
一
号
議
案
で
剰
余
金
処
分
の
議
決
を
お

願
い
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
別
冊
の
決
算
概
要
説
明
書
で
、
対
前
年
度
比
較
に
つ

い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

決
算
概
要
説
明
書
の
二
十
四
ペ
ー
ジ
及
び
二
十
五
ペ
ー
ジ
を

お
開
き
願
い
ま
す
。 

 
 

直
近
三
カ
年
の
損
益
計
算
書
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

上
段
の
工
業
用
水
道
事
業
費
用
の
う
ち
、
営
業
費
用
に
つ
き

ま
し
て
は
、
前
年
度
に
比
べ
一
億
七
千
五
百
三
十
三
万
三
千
余

円
減
少
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

こ
れ
は
、
償
却
満
了
に
伴
う
減
価
償
却
費
の
減
少
や
琵
琶
湖

開
発
施
設
等
の
維
持
管
理
に
伴
う
負
担
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

そ
の
他
営
業
費
用
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 

そ
の
下
の
段
の
営
業
外
費
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
過
去
の
高

金
利
の
企
業
債
の
償
還
が
進
ん
だ
こ
と
や
、
琵
琶
湖
開
発
事
業

に
係
る
割
賦
負
担
金
の
一
部
繰
上
償
還
に
伴
う
支
払
利
息
等
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
八
千
三
百
五
十
九
万
余
円

減
少
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
そ
の
下
の
段
の
特
別
損
失
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年

度
に
比
べ
一
億
四
千
七
百
八
十
八
万
七
千
余
円
減
少
し
て
お
り

ま
す
。 

 
 

こ
れ
は
、
前
年
度
は
固
定
資
産
を
整
理
し
た
こ
と
に
よ
る
資

産
除
却
損
な
ど
を
計
上
し
て
い
た
た
め
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

な
お
、
今
年
度
の
主
な
内
容
は
、
建
設
仮
勘
定
に
計
上
し
て

い
ま
し
た
設
計
委
託
料
を
一
括
し
て
費
用
処
理
し
た
こ
と
な
ど

に
伴
う
過
年
度
損
益
修
正
損
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
二
十
五
ペ
ー
ジ
の
工
業
用
水
道
事
業
収
益
の
う
ち
、

上
段
の
営
業
収
益
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
に
比
べ
給
水
量

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
給
水
収
益
の
増
加
な
ど
に
よ
り
五
千

八
百
二
十
三
万
二
千
余
円
増
加
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

そ
の
下
の
段
の
営
業
外
収
益
に
つ
き
ま
し
て
は
、
受
取
利
息

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
二
千
五
百
十
万
八
千
余

円
減
少
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
そ
の
下
の
段
の
特
別
利
益
は
、
減
量
廃
止
負
担
金
収

入
の
減
少
に
よ
り
、
そ
の
他
特
別
利
益
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
四
百
四
万
七
千
余
円
減
少
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

こ
の
結
果
、
二
十
四
ペ
ー
ジ
下
か
ら
二
段
目
に
記
載
の
と
お

り
、
当
年
度
純
利
益
は
七
億
九
千
十
八
万
七
千
余
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

 
 

以
上
が
工
業
用
水
道
事
業
会
計
の
決
算
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

 
 

続
き
ま
し
て
、
第
三
号
報
告
の
平
成
二
十
三
年
度
決
算
に
基

づ
く
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

恐
れ
入
り
ま
す
、
再
び
提
出
議
案
の
資
料
に
お
戻
り
願
い
ま

す
。 

 
 

提
出
議
案
十
ペ
ー
ジ
の
平
成
二
十
三
年
度
決
算
に
基
づ
く
資

金
不
足
比
率
報
告
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 
 

中
ほ
ど
の
表
に
横
バ
ー
で
示
し
て
お
り
ま
す
と
お
り
、
水
道

事
業
会
計
、
工
業
用
水
道
事
業
会
計
と
も
に
資
金
不
足
額
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。 

 
 

な
お
、
平
成
二
十
三
年
度
水
道
事
業
会
計
及
び
工
業
用
水
道

事
業
会
計
の
決
算
に
対
す
る
監
査
委
員
意
見
書
及
び
平
成
二
十

三
年
度
決
算
に
基
づ
く
資
金
不
足
比
率
に
対
す
る
意
見
書
は
、

別
冊
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 
 

以
上
で
説
明
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
奥
谷
議
長 

以
上
で
副
企
業
長
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

○
奥
谷
議
長 

日
程
第
五
の
諸
議
案
に
対
す
る
質
疑
は
、
通
告
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

○
奥
谷
議
長 

こ
の
際
、
議
事
の
都
合
に
よ
り
休
憩
を
い
た
し
ま

す
。 

 
 

 
 

（
午
後
一
時
二
十
八
分
休
憩
） 

  
 

 
 

（
午
後
一
時
四
十
五
分
再
開
） 

○
奥
谷
議
長 

休
憩
前
に
引
き
続
き
議
事
を
続
行
い
た
し
ま
す
。 

 

○
奥
谷
議
長 

日
程
第
五
の
諸
議
案
に
対
す
る
討
論
は
、
通
告
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 



 

 

○
奥
谷
議
長 

こ
れ
よ
り
、
日
程
第
五
の
諸
議
案
の
う
ち
、
議
決

不
要
の
第
三
号
報
告
、
平
成
二
十
三
年
度
決
算
に
基
づ
く
資
金

不
足
比
率
報
告
の
件
を
除
く
六
件
を
分
離
し
て
採
決
い
た
し
ま

す
。 

○
奥
谷
議
長 

ま
ず
、
第
一
号
議
案
、
平
成
二
十
三
年
度
大
阪
広

域
水
道
企
業
団
工
業
用
水
道
事
業
剰
余
金
処
分
の
件
を
起
立
に

よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。 

 
 

本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
賛
成
の
方
は
ご

起
立
を
願
い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
賛
成
者
起
立
） 

○
奥
谷
議
長 

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
第
一
号
議
案

は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

○
奥
谷
議
長 

次
に
、
第
二
号
議
案
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
布

設
工
事
監
督
者
が
監
督
業
務
を
行
う
水
道
の
布
設
工
事
並
び
に

布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
に
関
す
る
条

例
制
定
の
件
を
起
立
に
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。 

 
 

本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
賛
成
の
方
は
ご

起
立
願
い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
賛
成
者
起
立
） 

○
奥
谷
議
長 

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
第
二
号
議
案

は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

○
奥
谷
議
長 

次
に
、
第
三
号
議
案
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
附

属
機
関
条
例
一
部
改
正
の
件
を
起
立
に
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。 

 
 

本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
賛
成
の
方
は
ご

起
立
を
願
い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
賛
成
者
起
立
） 

○
奥
谷
議
長 

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
第
三
号
議
案

は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

○
奥
谷
議
長 

次
に
、
第
四
号
議
案
、
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
暴

力
団
排
除
条
例
一
部
改
正
の
件
を
起
立
に
よ
り
採
決
い
た
し
ま

す
。 

 
 

本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
賛
成
の
方
は
ご

起
立
を
願
い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
賛
成
者
起
立
） 

○
奥
谷
議
長 

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
第
四
号
議
案

は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

○
奥
谷
議
長 

次
に
、
第
一
号
報
告
、
平
成
二
十
三
年
度
大
阪
広

域
水
道
企
業
団
水
道
事
業
会
計
決
算
報
告
の
件
を
起
立
に
よ
り

採
決
い
た
し
ま
す
。 

 
 

本
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、
認
定
す
る
こ
と
に
賛
成
の
方
は
ご

起
立
を
願
い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
賛
成
者
起
立
） 

○
奥
谷
議
長 

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
第
一
号
報
告

は
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 
○
奥
谷
議
長 

次
に
、
第
二
号
報
告
、
平
成
二
十
三
年
度
大
阪
広

域
水
道
企
業
団
工
業
用
水
道
事
業
会
計
決
算
報
告
の
件
を
起
立

に
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。 

 
 

本
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、
認
定
す
る
こ
と
に
賛
成
の
方
は
ご

起
立
を
願
い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
賛
成
者
起
立
） 

○
奥
谷
議
長 

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
第
二
号
報
告

は
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

○
奥
谷
議
長 

以
上
を
も
っ
て
本
日
の
会
議
を
閉
じ
ま
す
。 

○
奥
谷
議
長 

こ
れ
を
も
っ
て
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
定
例
会

を
閉
会
い
た
し
ま
す
。 

午
後
一
時
四
十
九
分
閉
会 
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